
学校番号 ３０６ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

教科書 『詳説世界史 改訂版』（山川出版社） 

副教材等 
『最新世界史図説タペストリー十九訂版』（帝国書院） 

『世界史重要語句チェックリスト』（啓隆社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・重要事項の暗記だけでなく、世界史の大きな流れを理解し、その時代に生きた人々の幸せ、喜

び、悲しみ、怒りを思い浮かべながら、これから私たちが生きていく地球世界での課題を見出

し、その解決の手がかりをつかみ、自信をもって未来にチャレンジし、より良い明るい未来を

築いていって欲しいと願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

・歴史の大きな枠組みと基本的な歴史事項を理解する。 

・世界と日本の歴史との関連性・相互作用について考察し、歴史的考察力を養う。 

・現代の世界や日本の抱える諸問題について考察し、自ら調べ・考え・自分の意見を発信できる

力・態度を身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・世界の歴史に関す

る事項や現在の出来

事との結びつきに関

心を持ち、その歴史

的意義や因果関係・

関連性について意欲

的に考え、調べて自

分の意見を持ち、そ

れに基づいて行動で

きるようになった

か。 

・世界の歴史につい

て、日本の歴史との関

連性等について考察で

きる歴史的思考力が身

についたか。 

・歴史的に形成された

現代の課題について、

公正に判断し、かつ自

分の意見を持ち、適切

な方法で表現できた

か。 

・世界の歴史を考察

するために必要な資

料を収集し、その意

味・意義を適切に読

み取れることができ

たか。 

・収集した資料の情

報を効果的に活用

し、歴史的思考力や

歴史の学び方を身に

つけたか。 

・基本的歴史事項の

知識を身につけるこ

とができたか 

・世界の歴史と日本

の歴史との関連性に

ついて理解すること

ができたか。 

 

評
価
方
法 

定期考査 

グループ学習 

授業態度 

定期考査 

提出課題 

 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

発問評価 

発表評価 

〔主題学習〕 

提出課題 

課題レポート 

〔主題学習〕 

課題レポート 

 

〔主題学習〕 

課題レポート 

発問評価 

〔主題学習〕 

課題レポート・発表 

 

・上記４つの観点から総合的に評価する。 

・４回の定期考査で習得状況を評価する。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
ト
と
地
中
海 

 
 

ア
ジ
ア
・ア
メ
リ
カ
の
古
代
文
明 

 

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
形
成

と
発
展 

 

あ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

・先史の世界 

・オリエントと地

中海世界 

・ギリシア・ロー

マ世界 

・アジア・アメリカ

の古代連盟 

・北方民族の活        

動と中国の分裂 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:人類の誕生から文明の発生に至る過程

で、探究心を持って歴史に興味・関心を持

つようにしている。そして日本の歴史と

世界の歴史のつながりを踏まえ、意欲的

に考察し、歴史への関心を高めようとし

ている。 

b:設定された主題について、多面的・多角

的に考察し、その過程や結果を適切に表

現している。 

c:設定された主題について、事例の考察に

必要な諸資料を収集し、有用な情報を選

択して、読み取ったり図表などにまとめ

たりしている。 

d:設定された主題について、地理的条件や

日本の歴史と関連付けながら理解し、そ

の知識を身に付けている。 

 

課題レポート 

定期考査 

 

グループ学

習及び発表 

・イスラーム世界

の成立 

・イスラーム世界

の発展 

・西・東ヨーロッ

パ世界の成立 

・トルコ化とイスラ

ーム化の進展 

・モンゴル大帝

国 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

定期考査 

課題レポート 

 
 
 

２
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄 

 

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
展
開 

 

・東アジア世界

の動向 

・清代の中国と

隣接地域 

 

 

 

  

 

○ 

○ 

 

○ 

・ルネサンス 

・大航海時代 

・宗教改革 

・産業革命 

・アメリカ独立

革命 

・フランス革命

とナポレオン 

・ウィーン体制

の成立 

・ヨーロッパの

再編と新統一

国家の誕生 

・南北アメリカ

の発展 

・オスマン帝国

支配の動揺と

西アジア地域

の変容 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a:近世ヨーロッパの形成に重要な役割を果

たすルネサンス・大航海時代・宗教改革、

産業革命と資本主義の確立などを経て国

民国家が形成される過程について関心を

高め、意欲的に追究しようとしている。 

b:18世紀後期以降の諸地域世界の変貌の特

質を見いだし、19世紀の世界の一体化と

関連付けて、多面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表現している。 

c:18世紀後期以降の諸地域世界の変貌に関 

する諸資料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などにまとめた

りしている。 

d:18世紀後期以降の諸地域世界の変貌につ

いての基本的な事柄を 19 世紀の世界の

一体化と関連付けて理解し、その知識を

身に付けている 

定期考査 

課題レポート 

提出課題 



 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

３
学
期 

 

帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
の
民
族
主
義 

 

二
つ
の
世
界
大
戦 

 
 

冷
戦
と
第
三
世
界
の
独
立 

 
 

 

現
在
の
世
界 

  

・東アジアの変

容と日本の近

代化 

・激動する社会と

帝国主義 

 

・第一次世界大

戦とロシア革

命 

・戦間期のヨーロ

ッパとアメリカ 

 

・民族運動の高

まり 

・第２次世界大

戦 

・第２次世界大

戦後の世界と

日本 

・冷たい戦争 

・多極化の進展

と冷戦体制の

崩壊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

a:帝国主義諸国の抗争とアジア・アフリカ

の対応に興味をもって歴史への関心を高

めようとしている。また、現代の諸課題

を、近現代史を中心とする歴史と結び付

け歴史的観点に基づいて意欲的に追究し

ようとしている。 

b:現代の諸課題を、近現代史を中心とする

歴史と結び付け歴史的観点から考察し適

切に表現している。 

c:現代の諸課題を、近現代史を中心とする

歴史と結び付け歴史的観点に基づく必要

な情報を収集し図表にまとめたりしてい

る。 

d:現代の諸課題に関する知識を身に付けて

いる。また、大戦後の米ソ対立と日本の動

向、アジア・アフリカの動きについての知

識を身に付けている。 

 

 

 

 

課題レポート 

提出課題 


